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趣旨説明

昨年までは、議会報告会を「きずな未来館」におい
て年２回開催し、おもな目的として、議会における一
般質問に関しての詳細説明を行ってきました。昨年
までの議会報告会の中でいただいたご意見として

●遠方の方は「きずな未来館」での開催は

参加しにくい

●一度の開催では、都合の付かない場合、 

参加できない

●説明時間が多く、参加者からの意見が出

しにくい

等が寄せられました。

今年度は、従来の報告会ではなく西桂町の課題に
ついて議員と皆様方が話し合う時間を主に行う意見
交換会としました。また開催日についても、５地区で
の開催とし、地元の公民館開催へ参加できない場合
は、他地区へ参加できるようにして開催しました。交
換会の場での各議員の意見はすぐに議会としての統
一見解となるものではありませんが、ご提言をいた
だいた意見は今後の議会活動に反映していくように
努めたいと思います。
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﹁
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３

議員 西桂町でも宅地・農地・山林での太陽光発電施設が多くなっています。
町民 太陽光発電施設の近隣への反射公害がテレビで問題視されていました。
議員 山林の場合、１０千㎡以下は届け出のみで設置できてしまうので条例等での規制が必要と考えます。
町民 競馬山・とうざんの里・グリーンセンターにつながる観光道路が必要です。駐車場の整備も必要です。
議員 競馬山への入口は別ルートも考えています。駐車場については町へ要望していきます。
町民 観光客にクマガイ草群生地、とうざんの里、倉見山登山道などや町内の食事処を聞かれるが案内に困っています。
議員 町では、ふれあいサロンにて案内を行っているが、駅等にも散策パンフレットを置くように町に提言します。
町民 コミュニティバスの話はどのようになっていますか。
議員 バスの実現は非常に厳しいが、町ではタクシー券を発行しています。

町民 警察管轄変更については、強く要望してほしいです。
議員 強く要望していくが、署名活動が有効ではないかと

思います。
町民 空き家対策として特定空き家認定はどうでしょうか。
議員 基本は所有者が管理する責任があるため、対応が難

しいです。
議員 空き家バンク制度の見直し等を提言します。
町民 LINE等を使ったスマホによる情報発信をお願いし

たいです。
議員 早急に検討します。
町民 若者向けにイベント型の楽しめる活性化事業を提案

すれば２０代３０代の参加も見込めるのではないで
しょうか。

議員 企画提案を検討します。

本 町 地 区

議会からの報告事項
❶  大月署から富士吉田署への管轄変更の経過報告について

❷  県道富士吉田・西桂線の開通見込みについて

❸  県道富士吉田・西桂線エリアの農業振興地域について

❹  グリーンセンターの指定管理者が静岡ビル保善㈱になったことに
ついて

❺  ゴミ処理機の補助金が２万円まで全額補助になったことについて

❻  ６月定例会より議会放送を中止することについて

議会改革検討特別委員会事業



議員 西桂に特養がありませんが、行政にも要望していきます。
町民 地域の安全対策、特に歩道の管理を強化してほしいです。
議員 安協、議員、地域住民で地域を確認したらどうでしょうか。
町民 さくら祭りの時に、バスがすれ違いできなくて困っていました。
議員 待避所を作るように町へ提言します。
町民 中学校裏のゴミ捨て場所は、尾尻地区に移動できませんか。
議員 桜の景勝地なので検討します。
町民 ふるさと納税を活発にして、予算を増やせないですか。
議員 国のルール通り地場産品で頑張っていますが、あまり伸びて

いません。
町民 免許の返納を考えていて、バス路線の件はどうなっていますか。
議員 町はタクシー券事業で対応しています。バス路線はむずかしい

状況です。

議員 むずかしいですが、選手とのレクレー
ションをする形での交流を予定して
います。

町民 町の宣伝を CATVで行ったらどうで
しょうか。

議員 新しい指定管理者の計画にも情報発
信の要素が多くあるので、早く実行す
るように指導します。

４
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町民 議会放送は、物凄くつまらないから見ていません。
議員 西桂町の議会は委員会主体の運営になっており、議員全員が委員になっているため本会議場では、ほぼ議論

がありません。委員会を傍聴していただけると良いです。
町民 太陽光発電施設の設置に関する条例は作った方が良いと思います。
議員 その方向で進めているので何かご意見がありましたらお願いします。
町民 空き家があってジャングル状態、獣等が出入りして困っています。
議員 所有者の管理を指導するほかはむずかしい状況です。
町民 町予算の会計年度が３月末ではなく、なぜ５月末なのですか。
議員 国の年度方法ですが、予算の進捗状況は監査で確認しています。
町民 高齢化が進んでいるが、町営病院とか診療所、大きな病院の分室とかできませんか。

柿 園 地 区

\

町民 人口減対策、空き家対策はどのようになっていますか。
議員 子育て支援は充実していますが、他の対策にも力を入れなければなりません。空き家バンク制度の見直しを

提言します。
町民 町営住宅の空室が多いのは条件が厳しいのではないでしょうか。
議員 条件は国が決めており変更できませんが、施設の改修等を行い住環境の改善で入居しやすい住宅を目指し

ます。
町民 太陽光発電施設の条例はいつできますか。
議員 ９月議会を考えています。
町民 フェンシングの体験はできますか。

下 暮 地 地 区

議会改革検討特別委員会事業



議員 県の事業なので対策を要望します。
町民 空き家対策ですが、以前行政執行するよう

に提言しましたが、どうなりましたか。
議員 個人の財産なので行政執行のハードルは

高く、実施はむずかしいのが現状です。
町民 活性化会議では、どのような議論が出てい

るのですか。
議員 一つの議論に対して明快な質問と明快な

答えがなく、皆さんから活性化の提案を受
け、実現化について検討しています。

５

議員 第６次長期総合計画の策定時期になっています。皆さんのご意見を反映できるように努力していきます。
町民 農業振興地域の見直しは、県の方でも言われています。西桂町でも多くの方が田畑を持っていても耕作して

いません。現状に合った地目変更が必要です。
町民 夏休みに、都会の子どもと西桂の子どもと一緒に畑作業体験を行うような交流事業を計画するので協力してほ

しいです。
議員 その時には皆で協力します。
町民 太陽光発電施設は、素人が見ても崩れるだろうと思う場所にできており、また景観にも悪影響を及ぼすのでス

ピード感をもって規制してほしいです。

上 町 地 区

町民 県道沿い町有地の管理（草刈りとか）をしっかり行ってください。
議員 町へ要望します。
町民 砂防工事は平成２９年に工事着工すると聞いていたのに、未だに始まっていないがどうなっていますか。
議員 土地の所有者特定に時間がかかり測量に入った段階です。早期実現を要望していきます。
町民 太陽光発電施設については、平成２７年の意見交換会のときに議論したがどうなっているかと思いました。

森林を伐採して山肌に設置しているところを見ると不安で仕方ないです。
議員 規制条例を早期に制定していきます。
町民 脇道から県道に出るときに都留方面から来る自動車が見えないので対策を考えてほしいです。スピード抑制

策についても考えてほしいです。

倉 見 地 区

議員 ９月には条例化できるように動いていきます。
町民 西桂にはおもしろい所がかなりあります。

でも町の人が知らないのでよく調べて宣伝した
ら違ってくると思います。

議員 西桂散策ルートマップや見どころスポットガイ
ドなどを検討したいです。

町民 ウルトラマラソンのコースに三ッ峠や競馬山を
入れたらどうでしょうか。

町民 もっと SNSを使った PRに取組んだらどうでし
ょうか。

議員 SNSの発信で町民にとって意外な西桂の素晴ら
しい所が発見できるかもしれません。

町民 下水道は全域に張り巡らせる予定ですか。
議員 全域はむずしいので見直しが必要になってきます。
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令
和
元
年
６
月
定
例
会
・
本
会
議

﹁
西
桂
町
名
誉
町
民
条
例
﹂

本
条
例
は
、
社
会
及
び
文

化
等
の
興
隆
あ
る
い
は
町
の

存
在
及
び
知
名
度
を
国
内
外

に
発
す
る
功
績
が
あ
っ
た
方

に
対
し
、
そ
の
功
績
と
栄
誉

を
讃
え
、
も
っ
て
町
の
公
共

福
祉
の
増
進
、学
術
、技
芸
そ

の
他
広
く
社
会
及
び
文
化
の

振
興
・
発
展
等
に
寄
与
し
、

そ
の
功
績
が
卓
絶
で
あ
り
、

町
民
の
尊
敬
を
受
け
る
方
に

対
し
、
西
桂
町
名
誉
町
民
の

称
号
を
贈
る
た
め
、
西
桂
町

名
誉
町
民
条
例
を
制
定
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

﹁
参
画
と
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
﹂

町
民
参
加
の
協
働
に
よ
る

﹁
地
域
防
災
の
推
進
﹂

災
害
時
の
減
災
対
策
に
つ

き
ま
し
て
は
、﹁
自
助
﹂と﹁
共

助
﹂
が
最
も
大
き
な
力
を
発

揮
す
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、

地
域
と﹁
公
助
﹂が
密
接
に
連

携
す
る
こ
と
が
防
災
対
策
の

基
本
で
あ
り
ま
す
。

地
域
の
実
情
を
良
く
知
っ

小林町長
行政報告

て
い
る
町
民
の
皆
様
の
ご
意

見
・
ご
提
言
は
欠
か
せ
な
い

も
の
と
考
え
、
町
で
は
定
期

的
に
﹁
区
長
・
防
災
リ
ー
ダ

ー
会
議
﹂及
び﹁
防
災
連
携
会

議
﹂
を
開
催
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
中
で
、
５
月
29
日
に
開
催

い
た
し
ま
し
た
連
携
会
議
は
、

要
支
援
者
名
簿
の
更
新
と
取

り
扱
い
、
ま
た
近
所
同
士
が

支
え
合
う
た
め
の
実
践
に
基

づ
く
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

議
員
各
位
を
は
じ
め
区
長
、

消
防
団
、
民
生
委
員
等
多
く

の
皆
様
に
ご
出
席
を
い
た
だ

き
ご
理
解
並
び
に
ご
協
力
を

求
め
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。

﹁
地
域
の
安
全
強
化
﹂

所
有
者
不
在
の
空
き
家
等

の
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

一
つ
の
解
消
策
と
し
て
、
県

下
で
も
初
め
て
と
な
る
相
続

財
産
管
理
人
制
度
の
検
討
を

県
に
相
談
し
な
が
ら
現
在
進

め
て
お
り
ま
す
。
条
件
さ
え

整
え
ば
、
町
の
事
務
負
担
も

軽
減
で
き
、
確
実
に
空
き
家

の
解
消
に
繋
が
り
、
土
地
建

物
の
購
入
者
に
お
い
て
も
少

な
い
経
費
で
建
物
の
購
入
解

体
が
で
き
る
な
ど
、
多
く
の

メ
リ
ッ
ト
が
考
え
ら
れ
、
今

後
に
お
け
る
空
き
家
対
策
に

大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
る

こ
と
か
ら
、
制
度
の
活
用
に

向
け
、
そ
の
仕
組
み
を
確
立

し
て
ま
い
り
ま
す
。

小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン

6
月
下
旬
運
転
開
始

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
の
﹁
西
桂
町
協
働
事
業
提

案
制
度
﹂に
つ
き
ま
し
て
は
、

町
民
グ
ル
ー
プ
や
企
業
が
提

案
し
た
４
案
件
を
審
査
会
で

意
見
を
伺
う
中
で
採
択
し
、

事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
令
和

元
年
５
月
16
日
に
フ
ジ
コ
ン

㈱
山
梨
事
業
所
に
お
い
て
、

下
暮
地
地
内
・
三
つ
峠
駅
周

辺
の
清
掃
事
業
が
30
人
の
社

員
が
参
加
す
る
中
で
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

令
和
２
年
に
開
催
さ
れ
る

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
協
働
事
業
を
継
続

し
て
訪
れ
る
仏
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
チ
ー
ム
を
歓
迎
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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﹁
保
健
・
医
療
の
充
実
﹂

子
供
の
こ
ろ
に
風
し
ん
の

予
防
接
種
を
受
け
る
機
会
が

な
く
、
風
し
ん
抗
体
保
有
率

が
低
い
、
昭
和
37
年
４
月
２

日
か
ら
昭
和
54
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
男
性
を
対
象
に
、

令
和
４
年
３
月
末
ま
で
の
３

ヵ
年
の
時
限
措
置
と
し
て
風

し
ん
抗
体
検
査
及
び
予
防
接

種
を
開
始
し
ま
し
た
。
職
場

健
診
や
町
で
行
な
う
集
団
健

診
に
お
い
て
も
抗
体
検
査
を

行
な
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
よ
り
集
団

人
間
ド
ッ
ク
の
日
程
を
増
や

す
こ
と
に
よ
り
、
住
民
の
健

診
を
受
け
る
機
会
の
更
な
る

確
保
に
努
め
ま
す
。な
お
、集

団
健
診
で
は
、
今
年
度
よ
り

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
を
使
用
し
た
簡
単
な

検
査
で
あ
る﹁
物
忘
れ
検
診
﹂

を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
認
知

症
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療

を
行
な
い
高
齢
に
な
っ
て
も

い
き
い
き
と
し
た
生
活
が
送

れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

﹁
高
齢
者
・
障
が
い
者

福
祉
の
充
実
﹂

高
齢
者
の
介
護
予
防
事
業

と
し
て
は
、
転
倒
骨
折
の
予

防
目
的
で
、
筋
力
の
維
持
・

向
上
を
図
る
た
め
﹁
元
気
は

つ
ら
つ
運
動
教
室
﹂
を
週
２

回
に
増
や
し
て
実
施
し
、
運

動
機
会
の
確
保
に
努
め
て
お

り
ま
す
。ま
た
、い
き
い
き
セ

ン
タ
ー
ま
で
自
力
で
来
る
こ

と
が
困
難
な
方
を
対
象
に
、

三
ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

に
送
迎
を
依
頼
し
、
グ
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
﹁
転

倒
予
防
教
室
﹂
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
が
、
普
段
閉
じ
こ

も
り
が
ち
な
高
齢
者
の
外
出

の
機
会
と
も
な
り
、
生
活
意

欲
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。ま
た
今
年
度
は
、寿
学

級
と
連
携
し
、﹁
Ｃ
Ｋ
Ｄ
︵
慢

性
腎
臓
病
︶教
室
﹂や﹁
お
口

の
健
康
教
室
﹂等
を
実
施
し
、

高
齢
者
の
健
康
増
進
に
さ
ら

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

﹁
観
光
の
振
興
﹂

第
15
回
西
桂
町
さ
く
ら
祭

り
は
４
月
７
日
に
開
催
い
た

し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
天
候
に

も
恵
ま
れ
約
１
，
７
０
０
人

の
方
々
の
ご
来
場
を
い
た
だ

き
盛
況
に
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

倉
見
山
の
ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ

群
生
地
の
公
開
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
が
、
４
月
26
日
か

ら
５
月
14
日
ま
で
19
日
間
実

施
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、２
，５

０
０
人
の
来
場
者
と
な
り
ま

し
た
。公
開
期
間
中
、休
日
・

祭
日
を
含
め
、
群
生
地
で
ク

マ
ガ
イ
ソ
ウ
の
案
内
業
務
を

し
て
い
た
だ
い
た
﹁
ク
マ
ガ

イ
ソ
ウ
を
愛
で
る
会
﹂
の
皆

様
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ
は
現
在
５
，

０
０
０
株
ま
で
回
復
い
た
し

ま
し
た
。
用
地
も
都
市
公
園

と
し
て
購
入
事
務
も
完
了
し
、

こ
れ
か
ら
も
町
の
貴
重
な
資

源
の
一
つ
と
し
て
ク
マ
ガ
イ

ソ
ウ
の
繁
殖
、
整
備
に
取
り

組
み
、
町
の
活
性
化
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

三
ッ
峠
登
山
道
を
中
心
と

し
た
町
内
の
桜
は
、
千
本
桜

の
里
整
備
方
針
に
よ
り
、
ク

マ
ガ
イ
ソ
ウ
は
、
都
市
公
園

と
し
、競
馬
山
散
策
路
は
、町

民
の
懸
命
な
ご
努
力
に
よ
り
、

と
う
ざ
ん
の
里
の
エ
ビ
ネ
ラ

ン
は
今
も
私
財
を
な
げ
う
っ

て
町
の
魅
力
づ
く
り
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

三
ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
運
営
管
理
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
指
定
管
理
者
業
務

引
継
ぎ
が
完
了
し
、
４
月
３

日
よ
り
新
指
定
管
理
者
で
あ

る
﹁
静
岡
ビ
ル
保
善
株
式
会

社
﹂
に
よ
る
施
設
運
営
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
作
業
を
進
め

て
お
り
、
予
約
管
理
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
で
き
る
シ
ス

テ
ム
の
構
築
を
今
月
中
の
完

了
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

﹁
教
育
行
政
の
推
進
﹂

平
成
30
年
度
の
猛
暑
を
受

け
、
児
童
生
徒
の
熱
中
症
対

策
と
し
て
本
年
２
月
末
に
発

注
し
た
小
中
学
校
の
普
通
教

室
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事
が
完

了
し
、
子
ど
も
た
ち
に
と
り

ま
し
て
も
よ
り
良
い
学
習
環

境
の
も
と
で
、
学
校
生
活
が

送
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

小学校普通教室に設置されたエアコン
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令
和
元
年
６
月
定
例
会
・
常
任
委
員
会
審
査

令和元年西桂町議会
6月定例会は、6月7日か
ら14日までの8日間の
会期で開かれ、承認案、
条例案、各会計の補正予
算案など11件の事件に
ついて、慎重な審議を行
ないました。
主な審議は内容を要

約してお伝えします。

６月 定例会６月 定例会６月 定例会６月 定例会
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
３
千
２
７
８
万

４
千
円
を
減
額
し
、
予
算
の

総
額
を
２
２
億
６
千
４
１
２

万
９
千
円
と
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

歳
入
に
お
い
て
は
、地
方
交

付
税
の
特
別
交
付
税
等
が
確

定
し
ま
し
た
の
で
追
加
す
る

と
と
も
に
、
歳
出
予
算
の
減

額
に
伴
い
、減
債
基
金
及
び
財

政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入
金

を
全
額
減
額
い
た
し
ま
し
た
。

歳
出
に
お
い
て
は
、
３
月

定
例
町
議
会
に
お
い
て
追
加

計
上
い
た
し
ま
し
た
土
地
開

発
基
金
へ
の
買
い
戻
し
予
算

を
減
額
す
る
と
と
も
に
、
各

種
事
業
の
実
績
に
伴
い
減
額

更
正
い
た
し
ま
し
た
。ま
た
、

歳
入
歳
出
予
算
の
調
整
の
た

め
、
役
場
庁
舎
建
設
基
金
へ

３
千
万
円
、
公
共
施
設
整
備

基
金
へ
２
千
６
４
７
万
２
千

円
、
財
政
調
整
基
金
へ
１
千

万
円
を
追
加
し
、
積
み
立
て

い
た
し
ま
し
た
。

●
主
な
委
員
質
疑

問
 
特
別
交
付
税
が
３
千
８

６
１
万
９
千
円
増
え
て
い
る

が
、
増
額
の
理
由
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

企
画
財
政
課
長

特
別
交
付

税
の
算
定
に
は
ル
ー
ル
分
と

そ
う
で
な
い
も
の
の
２
種
が

あ
り
ま
す
が
、
端
的
に
い
え

ば
首
長
と
知
事
の
関
係
如
何

で
増
減
が
あ
る
場
合
が
多
い

と
思
わ
れ
ま
す
。

アム付商品券事業を実施
利用できるように

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

当
町
の
発
展
な
ど
に
寄
与

し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な
方

に
対
す
る
表
彰
制
度
と
し

て
、
名
誉
町
民
制
度
を
創
設

す
る
た
め
条
例
を
制
定
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

●
主
な
委
員
質
疑

問
 
選
考
委
員
会
の
委
員
に

は
ど
ん
な
方
を
何
名
ほ
ど
想

定
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

総
務
課
長

議
会
か
ら
議
長
、

副
議
長
、
総
務
委
員
長
の
３

名
、
住
民
代
表
と
し
て
区
長

代
表
者
、
教
育
・
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
の
代
表
者
と
し
て

教
育
長
、
商
工
業
者
代
表
と

し
て
商
工
会
長
、
福
祉
団
体

代
表
と
し
て
社
会
福
祉
協
議

会
長
の
計
７
名
を
想
定
し
て

い
ま
す
。

名
誉
町
民
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問
 
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

作
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
見
る

と
、
町
内
商
品
券
取
扱
店
募

集
と
あ
り
ま
す
が
、
前
回
の

商
品
券
事
業
で
は
コ
ン
ビ
ニ

で
使
え
ま
し
た
が
今
回
も
使

え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

総
務
課
長

商
工
会
や
織
協

を
通
じ
て
各
商
店
に
声
を
か

け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
商
工
会
に
加
盟
し
て

い
な
い
と
こ
ろ
に
は
総
務
課

で
歩
い
て
募
集
し
て
い
く
予

定
で
す
。

意
見
 
今
回
の
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
事
業
は
子
育
て
世

帯
へ
の
助
成
と
い
う
側
面
が

大
き
い
と
思
い
ま
す
が
、
町

内
で
は
コ
ン
ビ
ニ
に
加
わ
っ

て
い
た
だ
か
な
い
と
意
味
が

な
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
多

く
の
店
が
取
扱
店
と
な
る
よ

う
募
集
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
も
の
で
す
。

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
総
務
課
長

コ
ン
ビ
ニ
、
コ

メ
リ
、
イ
タ
ヤ
マ
メ
デ
ィ
コ

な
ど
に
も
積
極
的
に
声
を
か

け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問
 
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

事
業
は
ど
こ
が
所
管
す
る
の

で
す
か
。

総
務
課
長

総
務
課
で
管
理

を
含
め
て
所
管
し
ま
す
。

意
見
 
管
理
の
際
に
は
受
払

い
簿
を
付
け
て
管
理
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
 
商
品
券
が
余
っ
た
場
合

に
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。



９

子育て・非課税世帯を対象にプレミ
町内の多くの店舗で 

総
務
課
長

現
段
階
で
確
認

が
取
れ
て
い
ま
せ
ん
。
国
に

聞
く
中
で
対
応
し
て
い
き
ま

す
。

意
見
 
住
民
税
非
課
税
の
方

は
満
額
２
万
円
買
え
な
い
ケ

ー
ス
が
あ
る
と
思
う
の
で
、

発
行
し
た
商
品
券
が
余
っ
た

際
の
対
応
に
気
を
つ
け
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

総
務
課
長

受
払
い
簿
を
し

っ
か
り
つ
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。ま
た
、商
品
券
購

入
可
能
期
間
は
10
月
か
ら
１

月
末
、
商
品
券
の
利
用
期
間

は
10
月
か
ら
２
月
末
ま
で
と

な
っ
て
お
り
、
３
月
は
支
払

と
集
計
整
理
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

問
 
２
万
円
を
分
割
し
て
買

う
こ
と
は
で
き
ま
す
か
。

総
務
課
長

５
千
円
分
を
１

セ
ッ
ト
と
し
て
販
売
し
ま

す
。

問
 
期
間
中
に
町
外
へ
転
出

し
た
場
合
、
転
出
先
で
買
う

こ
と
は
で
き
ま
す
か
。

総
務
課
長

商
品
券
引
換
券

を
使
え
ば
新
住
所
地
で
も
買

う
こ
と
は
で
き
ま
す
。

【購入対象者】
【低所得者向け】
・2019年 1月 1日時点の住民のうち、2019年度の住民税が非課税である方
ただし、以下の条件を満たす方は購入対象外となります。
① あなたを扶養している方が課税される場合
② 生活保護制度の被保護者となっている場合
＜外国人の場合＞  
短期滞在者及び不法滞在者については、
支給の対象にはなりません。

【子育て世帯向け】
・0～3歳半未満のお子様がいる世帯主の方
※2016年 4月 2日から 2019年 9月 30日までに生まれた子どもがいる子育て世帯   

【プレミアム付商品券の概要】

商品券イメージ

購入金額    ：4,000 円（商品券 1枚 500円の 1セット 10枚綴り 5,000円分）　
※購入額の上限は 1人あたり 20,000円まで（5セットまで。額面は 25,000円分）　　　　　
※商品券を使って買い物をした場合、おつりはでません。
※西桂町で指定された小売店で使用できます。

発行方法   ：住民税が非課税である方は 同封された申請書 より申請を行ってください。
※子育て世帯は申請不要です。
※購入対象者には、後日、商品券の購入に必要な引換券が送付されます。

使用期間   ：令和元年 10月 1日～令和 2年 2月 29日までの間
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令
和
元
年
６
月
定
例
会
・
常
任
委
員
会
審
査

６月定例会 補正予算
会     計

平成30年度西桂町一般会計補正予算（第８号）
（専決処分） △３２７８万４千円 ２２億６４１２万９千円

令和元年度介護保険特別会計補正予算（第１号） １１６万７千円 ３億５１７５万９千円

補 正 額 補正後の予算総額
賛成全員

○歳入 地方交付税等の確定
○歳出 庁舎建設基金等への積立

○歳入 国庫支出金・繰入金を追加
○歳出 低所得者保険料軽減対策システム・介護報酬改定等に伴うシステム改修経費を追加

令和元年度一般会計補正予算（第１号） ３７９７万２千円 ２３億８７４２万９千円
○歳入 国県支出金・繰越金・諸収入を追加
○歳出 総務費‐情報システム運用経費・プレミアム付商品券経費・名誉町民選考委員会運営経費及び計画策定

経費を追加
民生費‐障害者自立支援給付経費及び介護保険特別会計繰出金等を追加

６月定例会 条例制定・改正等 賛成全員
地方税法等の一部改正（平成31年3月29日公布）に伴う所要
の改正西桂町税条例の一部改正（専決処分）

介護保険法の一部改正（平成9年法律第123号）に伴う所要
の改正西桂町介護保険条例の一部改正（専決処分）

当町の発展などに寄与し、功績が顕著な方に対する表彰制
度を制定

西桂町名誉町民選考委員会委員への報酬の支払い及び国会
議員の選挙等の執行経費の基準に関する法律の改正に伴う
所要の改正

地方税法等の一部改正（平成31年3月29日公布）に伴う所
要の改正

地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するため
の関係法律の整備等に関する法律第6条の規定による介護
保険法の改正に伴う所要の改正

西桂町名誉町民条例の制定

西桂町特別職の職員で非常勤のものの報酬及
び費用弁償に関する条例の一部改正

西桂町税条例等の一部改正

西桂町介護保険法に基づく指定地域密着型介
護予防サービスの事業の人員、設備及び運営
並びに指定地域密着型介護予防サービスに係
る介護予防のための効果的な支援の方法に係
る基準に関する条例の全部改正

西桂町介護保険法に基づく指定地域密着型サ
ービスの事業の人員、設備及び運営に係る基
準に関する条例の全部改正

地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するため
の関係法律の整備等に関する法律第6条の規定による介護
保険法の改正に伴う所要の改正

６月定例会
人事案件

西
桂
町
公
平
委
員
会
選
任
に

同
意
︽
賛
成
全
員
︾

郷田義弘 氏（下暮地）
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議
員
活
動
報
告

５
月
23
日
、
自
治
会
館
に

お
い
て
全
国
町
村
議
会
議
長

会
・
山
梨
県
町
村
議
会
議
長

会
に
よ
る
表
彰
式
が
開
催
さ

れ
、
長
崎
知
事
を
は
じ
め
多

く
の
来
賓
を
お
迎
え
し
、
厳

粛
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
に
は
、
こ
れ
ま
で
の

功
績
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

講
演
会
で
は
、
元
多
治
見

市
長
　
西
寺
雅
也
氏
か
ら

﹁
町
村
議
会
議
員
の
あ
り

方
﹂
を
テ
ー
マ
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

行
政
に
対
す
る
無
関
心
・

投
票
率
の
低
下
な
ど
の
問
題

が
顕
在
化
し
て
い
る
な
か
、

﹁
議
会
と
住
民
と
が
連
携
協

力
﹂し
、行
政
と
向
き
合
う
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

﹁
持
続
可
能
な
地
域
づ
く

り
﹂を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

多
様
性
を
も
っ
て
議
会
を
構

築
し
、
議
会
に
与
え
ら
れ
た

議
決
権
を
行
使
し
て
い
く
こ

と
が
不
可
欠
と
の
こ
と
で
す
。

今
後
も
議
会
と
し
て
、
多

く
の
研
修
会
に
参
加
し
て
研

修
を
積
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

町
村
議
長
会
功
労
者
表
彰
式
・

町
村
議
会
議
員
研
修
会

議員活動報告

町村議会議員セミナー

６
月
25
日
、
西
桂
中
学
校

に
お
い
て﹁
芸
術
鑑
賞
教
室
﹂

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

中
学
校
で
は
、
情
操
教
育

の
一
環
と
し
て
、
本
物
の
芸

に
触
れ
、﹁
豊
か
な
感
性
を
身

に
つ
け
る
︵
心
︶
﹂﹁
自
分
の

中
に
あ
る
無
限
の
表
現
力
を

学
ぶ︵
技
︶﹂﹁
目
標
の
実
現
に

向
け
て
最
大
限
努
力
し
よ
う

と
す
る
意
志
を
持
つ
︵
体
︶
﹂

を
目
標
と
し
、一
年
に
一
度
、

芸
術
鑑
賞
教
室
を
行
な
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。
中
学
校
で

の
３
年
間
で
、
芸
能
・
演

劇
・
器
楽
演
奏
と
幅
広
い
芸

術
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
芸
能
分
野
で
、﹁
カ

ン
ジ
ヤ
マ
・
マ
イ
ム
﹂
に
よ

る
﹁
お
し
ゃ
べ
り
な
パ
ン
ト

マ
イ
ム
﹂で
し
た
。テ
ー
マ
は

﹃
笑
い
と
教
育
の
融
合
﹄。身

体
を
使
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
芸

に
、
生
徒
た
ち
と
想
像
力
を

存
分
に
使
い
、
驚
き
や
笑

い
・
感
動
を
共
有
す
る
こ
と

が
で
き
、
素
晴
ら
し
い
時
間

と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
様
々
な
芸
術

に
触
れ
ら
れ
る
こ
と
は
生
徒

た
ち
に
と
っ
て
と
て
も
良
い

機
会
で
あ
り
、
今
後
も
続
け

て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の

で
す
。

西
桂
中
学
校
芸
術
鑑
賞
教
室
に
訪
問

議員活動報告

芸術鑑賞教室
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令
和
元
年
６
月
定
例
会
・
事
務
調
査

●
主
な
質
疑
等

問
 
第
５
次
計
画
は
ど
う
検

証
し
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

企
画
財
政
課
長

審
議
会
に

は
計
画
の
審
議
と
第
５
次
の

検
証
審
議
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
 
子
育
て
や
農
政
、
福
祉

は
各
種
団
体
に
、
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
っ
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

企
画
財
政
課
長

前
回
は
21

団
体
に
声
を
か
け
ま
し
た
が
、

10
団
体
し
か
来
て
い
た
だ
け

ま
せ
ん
で
し
た
。
業
者
に
ま

か
せ
ず
、
行
政
と
し
て
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
 
若
手
職
員
に
よ
る
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上

げ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
外
部

の
団
体
の
若
手
を
加
え
た
ら

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

企
画
財
政
課
長

い
い
提
言

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
検
討

し
ま
す
。

問
 
長
期
総
合
計
画
は
町
総

合
戦
略
と
ど
う
違
う
の
で
す

か
。

企
画
財
政
課
長

長
期
総
合

計
画
は
町
の
最
上
位
計
画
で

す
。
町
総
合
戦
略
は
数
年
前

に
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
、
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
の

計
画
で
す
。

意
見
 
農
用
地
区
域
の
見
直

し
等
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
改
編
を
行
う
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

問
 
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
設

問
が
総
合
計
画
策
定
の
た
め

の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
な
っ
て
い

な
い
よ
う
で
す
が
。

企
画
財
政
課
長

町
内
住
環

境
の
整
備
や
行
政
が
注
力
す

べ
き
分
野
な
ど
の
設
問
に
な

っ
て
い
ま
す
。

問
 
設
問
自
体
が
時
代
に
即

し
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
ま

す
が
。

企
画
財
政
課
長

ア
ン
ケ
ー

ト
に
つ
い
て
は
７
月
の
庁
議

に
諮
り
、
そ
の
上
で
審
議
会

第
６
次
長
期
総
合
計
画
の

策
定
方
法
に
つ
い
て

事務調査
６月12日実施

に
諮
っ
て
い
き
ま
す
。

問
 
ア
ン
ケ
ー
ト
の
方
法
で

す
が
、
住
民
一
人
ひ
と
り
に

調
査
を
か
け
て
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。

企
画
財
政
課
長

18
歳
以
上

の
住
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
と

す
る
と
い
う
こ
と
で
審
議
会

に
諮
っ
て
い
き
ま
す
。

問
 
よ
り
住
民
の
声
を
取
り

入
れ
る
と
い
う
考
え
で
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
い
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。ま
た
、今
は

若
者
の
行
政
離
れ
が
顕
著
と

な
っ
て
い
る
の
で
、パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
も
審

議
会
で
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

企
画
財
政
課
長

検
討
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。

問
 
製
本
し
た
冊
子
は
不
要

だ
と
思
い
ま
す
が
。

企
画
財
政
課
長

印
刷
・
製

本
、
各
家
庭
へ
の
配
布
な
ど

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

意
見
 
10
年
後
の
ビ
ジ
ョ
ン

に
つ
い
て
幹
部
職
員
か
ら
指

導
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

企
画
財
政
課
長

将
来
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
若
い
職
員
が
持
て

る
よ
う
、
指
導
し
て
い
き
ま

す
。

●
主
な
質
疑
等

問
 
現
時
点
で
実
施
計
画
は

な
い
の
で
す
か
。

産
業
振
興
課
長

部
会
で
検

討
し
、審
議
会
に
か
け
、翌
年

度
に
実
施
計
画
と
し
て
い
く

予
定
で
す
。

問
 
行
政
・
企
業
・
金
融
機

関
・
住
民
の
協
力
で
地
域
活

性
化
を
図
る
た
め
の
計
画
な

の
で
、
早
急
に
作
っ
て
く
だ

さ
い
。
創
業
支
援
を
受
け
た

者
が
１
名
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
ど
ん
な
方
で
す
か
。

産
業
振
興
課
長

下
暮
地
在

住
の
繊
維
関
係
の
起
業
で
す
。

問
 
町
内
の
空
き
家
は
ど
れ

く
ら
い
あ
り
ま
す
か
。

産
業
振
興
課
長

60
件
か
ら

70
件
ほ
ど
、
総
務
課
の
所
管

で
す
。

問
 
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
実
施
期
間

は
年
に
何
回
程
度
で
す
か
。

産
業
振
興
課
長

年
に
１
度

の
み
の
実
施
と
な
り
ま
す
が
、

12
月
に
検
証
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問
 
施
策
ご
と
に
指
標
値
が

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
指
標
は
妥
当
な
数
値
な
の

で
し
ょ
う
か
。

産
業
振
興
課
長

現
状
値
と

５
年
後
の
目
標
値
は
審
議
会

で
承
諾
済
み
の
も
の
で
す
が
、

本
計
画
は
企
業
の
進
出
や
国

の
法
律
改
正
な
ど
に
よ
り
大

き
く
変
わ
っ
て
く
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

問
 
今
回
の
計
画
の
特
徴
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

産
業
振
興
課
長

個
々

の
施
策
に
つ
い
て
は
把

握
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
商
工
会
が
行
っ
て

い
る
産
業
振
興
施
策
に

つ
い
て
は
町
と
し
て
は

あ
ま
り
把
握
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
の
で
、
１

つ
の
計
画
の
中
に
記
述

す
る
こ
と
で
有
効
活
用

を
図
る
計
画
と
し
ま
し

た
。

４
月
に
策
定
さ
れ
た
中
小
・
小
規

模
企
業
振
興
基
本
計
画
に
つ
い
て

事務調査
６月12日実施

問
 
来
年
度
に
向
け
て
何
を

一
番
重
点
に
置
く
の
か
教
え

て
く
だ
さ
い
。

産
業
振
興
課
長

起
業
を
重

点
に
置
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。女
性
や
高
齢
者
、１
人

で
も
で
き
る
起
業
を
町
と
し

て
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し

て
重
点
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

意
見
 
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
計

画
と
な
る
よ
う
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



路
線
の
減
便
や
廃
止
に
よ
る
利
用
者

の
減
少
を
招
く
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
状
態
を
打

開
す
る
た
め
に
は
、
利
便
性
が
高
く

効
率
的
な
路
線
で
あ
る
こ
と
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
バ
ス
路
線
の
空
白
の

解
消
に
は
、
富
士
吉
田
市
と
も
公
共

施
設
の
相
互
利
用
に
関
す
る
協
定
の

追
加
部
分
と
し
て
協
議
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
路
線
延
長
に
対
す
る
時

刻
表
の
改
正
、
時
間
の
遅
れ
な
ど
現

利
用
市
民
へ
の
不
利
益
の
解
消
な
ど

が
大
き
な
課
題
と
な
り
、
進
展
し
て

い
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
路
線
廃
止
の
原
因
と
も
な
っ
た

費
用
対
効
果
に
対
す
る
課
題
も
今
後

な
お
一
層
の
検
討
を
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
背
景
下
、
今
後
更
な
る

人
口
減
少
や
高
齢
化
の
進
展
に
よ

り
、
地
域
公
共
交
通
の
確
保
・
維
持

は
こ
れ
ま
で
以
上
に
困
難
な
状
況
が

予
想
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
必
要
性
も

増
し
て
く
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
た

め
、
町
で
は
地
域
公
共
交
通
会
議
を

組
織
し
、
デ
マ
ン
ド
交
通
や
乗
り
合

い
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
方
法
を
含
め
、

地
域
の
移
動
手
段
に
つ
い
て
協
議
す

る
場
を
創
設
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。将
来
的
に
も
、地
域
公

共
交
通
の
確
保
・
維
持
は
、
目
的
を

明
確
に
し
た
上
で
、
一
部
の
町
民
の

利
用
に
終
わ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

公
平
で
、公
共
性
が
高
く
、地
域
の
実

情
に
合
っ
た
、
効
率
的
で
利
便
性
の

高
い
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、多
く
の

町
民
や
地
域
の
関
係
者
の
意
見
等
を

十
分
聞
き
な
が
ら
検
討
し
進
め
て
行

く
考
え
で
お
り
ま
す
。

中
村
議
員

答
弁
の
中
で
﹁
地
域
公
共
交
通
会

議
﹂を
組
織
す
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

い
つ
組
織
と
し
て
立
ち
上
げ
協
議
を

始
め
る
か
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
あ
れ
ば
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

町
長

本
年
８
月
頃
、
組
織
の
設
立
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

中
村
議
員

前
向
き
な
答
弁
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
公
共
交
通

の
重
要
性
は
、
益
々
増
し
て
い
く
こ

と
が
確
実
で
あ
り
ま
す
。今
後
と
も
、

関
係
機
関
と
協
議
の
上
、
利
便
性
の

高
い
交
通
施
策
の
実
施
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
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６
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一
般
質
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中
村
議
員

近
年
は
高
齢
者
の
関
わ
っ
た
悲
惨

な
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
る
中

で
、
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
す
る

高
齢
者
が
急
増
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。一
方
で
、運
転
免
許
証
を
自
主

返
納
し
た
後
の
交
通
手
段
の
確
保
が

ま
ま
な
ら
ず
、
返
納
を
躊
躇
し
て
い

る
高
齢
者
が
多
い
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。
返
納
後
も
安
心
し
て
公
共
交
通

を
利
用
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と

は
喫
緊
の
課
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
先
日
行
わ
れ
た
各
地
区
で
の
議

員
と
の
意
見
交
換
会
で
も
同
様
の
意

見
が
出
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
当
町

に
お
い
て
は
平
成
29
年
３
月
以
降
、

富
士
吉
田
、ま
た
、県
な
ど
と
こ
の
件

に
つ
い
て
具
体
的
な
検
討
を
実
際
に

行
な
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
広

域
的
な
バ
ス
路
線
及
び
デ
マ
ン
ド
交

通
の
方
策
に
つ
い
て
、
現
状
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

町
長

山
梨
県
は
本
年
度
、
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
運
転
で
高
齢
者
等
を
病

院
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
へ
送
迎
す
る
交

通
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
た
め
、
検

討
会
議
を
設
け
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

策
定
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
鉄
道
と

の
連
携
を
含
め
、
低
密
度
需
要
に
対

応
し
た
ド
ア
・
ト
ゥ
・
ド
ア
の
タ
ク

シ
ー
が
、
当
町
高
齢
者
等
に
と
っ
て

現
時
点
で
最
も
有
効
な
対
策
と
し

て
、
タ
ク
シ
ー
利
用
補
助
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
は
デ
マ

ン
ド
交
通
や
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
な

ど
の
方
法
に
よ
り
、
主
要
生
活
関
連

施
設
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

を
、
２
０
２
７
年
リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
の
開
業
を
見
据
え
た
﹁
地
域
バ
ス

路
線
検
討
会
﹂で
継
続
的
に
協
議
し
、

早
期
実
現
を
目
指
し
て
い
く
考
え
で

お
り
ま
す
。

し
か
し
、県
内
の
バ
ス
路
線
は
、利

用
者
の
減
少
、採
算
の
悪
化
、不
採
算

問答
利
便
性
の
高
い
交
通
施
策
を

ど
う
実
施
し
て
い
く
の
か

地
域
の
移
動
手
段
に
つ
い
て

協
議
す
る
場
を
早
期
に
創
設
し
た
い

中村常実 議員 中村常実 議員 
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令
和
元
年
６
月
定
例
会
　
一
般
質
問

山
崎
議
員

現
在
、
西
桂
町
で
は
利
子

補
給
40
％
上
限
額
10
万
円
で

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

︵
近
隣
市
町
村
は
別
表
参
照
︶

本
年
４
月
に
発
表
さ
れ
た
中

小
・
小
規
模
企
業
振
興
計
画

に
示
さ
れ
て
い
る
課
題
の
な

か
で
、
特
に
新
規
創
業
者
が

当
町
に
参
入
し
や
す
い
よ
う

な
き
め
細
か
い
支
援
、
人
材

の
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
を

図
り
起
業
を
支
援
す
る
、
と

い
っ
た
移
住
者
を
促
す
よ
う

な
視
点
か
ら
す
る
と
近
隣
市

町
村
に
比
べ
て
競
争
力
が
あ

り
ま
せ
ん
。
補
給
率
70
％
上

限
10
万
円
と
い
っ
た
支
援
策

の
強
化
が
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

町
長人

材
の
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ

ー
ン
に
よ
る
創
業
を
支
援

し
、
移
住
者
を
促
す
よ
う
な

視
点
か
ら
す
る
と
近
隣
市
町

村
に
比
べ
魅
力
を
感
じ
ら
れ

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、

産
業
振
興
対
策
審
議
会
に
諮

問
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
、特
に
、創
業
の
促
進
に

つ
い
て
は
、環
境
の
整
備
、人

材
育
成
、資
金
調
達
、各
種
相

談
へ
の
対
応
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
な
ど
関
係
機
関
と

の
連
携
を
強
化
し
、
創
業
か

ら
安
定
経
営
に
至
る
様
々
な

サ
ポ
ー
ト
を
行
う
と
と
も
に
、

意
欲
の
あ
る
女
性
や
若
者
、

シ
ニ
ア
の
積
極
的
な
創
業
を

支
援
す
る
た
め
、
具
体
的
な

施
策
の
検
討
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

山
崎
議
員

小
規
模
事
業
者
お
よ
び
起

業
家
支
援
拡
充
の
た
め
に
、

早
期
実
施
を
お
願
い
し
ま
す
。

問答
小
規
模
商
工
事
業
者
支
援
策
の

強
化
が
必
要
で
は
な
い
か

具
体
的
な
施
策
の
検
討
を

行
な
っ
て
い
く

山
崎
議
員

現
在
は
回
覧
、
広
報
に
し

か
つ
ら
、
富
士
五
湖
テ
レ
ビ

な
ど
を
利
用
し
て
情
報
発
信

し
て
い
ま
す
が
、
就
労
し
て

い
る
方
た
ち
に
届
い
て
い
な

い
状
況
で
す
。
と
く
に
回
覧

板
は
こ
の
よ
う
な
方
達
の
目

に
触
れ
る
こ
と
な
く
回
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
状
況
で
す

が
、改
善
策
は
あ
り
ま
す
か
。

町
長住

民
向
け
に
発
す
る
情
報

伝
達
手
段
は
、
行
政
と
し
て

も
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
年

度
よ
り
若
者
か
ら
高
齢
者
ま

で
多
く
の
町
民
が
利
用
し
て

問答
回
覧
板
に
代
わ
る
情
報
発
信

施
策
は

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
の
活
用
を
検
討

山
崎
議
員

現
在
の
隊
員
は
９
月
に
任

期
を
迎
え
、
西
桂
町
で
は
隊

員
不
在
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
産
業
振
興
、
観
光
振
興
、

情
報
発
信
、交
流
人
口
、定
住

促
進
、
起
業
促
進
に
は
外
部

か
ら
の
人
材
を
登
用
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
結
果
と

し
て
地
域
力
の
強
化
が
図
ら

れ
て
い
き
ま
す
。
ま
し
て
や

国
の
補
助
事
業
で
町
の
負
担

は
少
な
い
事
業
な
の
で
積
極

的
に
取
り
組
む
べ
き
で
す
が
。

町
長当

町
を
希
望
す
る
地
域
お

こ
し
協
力
隊
に
は
、
活
性
化

に
向
け
た
多
く
の
期
待
と
そ

の
起
爆
剤
と
な
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
、
人
材
確
保

問答
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

積
極
的
な
雇
用
の
考
え
は

町
の
活
性
化
に
向
け
、

人
材
確
保
に
取
り
組
む

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

山
崎
議
員

全
国
で
活
躍
す
る
隊
員
数

は
５
５
０
０
人
を
超
え
、
実

施
自
治
体
数
は
千
を
超
え
て

お
り
、
任
期
終
了
後
も
約
６

割
の
隊
員
が
地
域
に
定
住
し
、

起
業
し
た
人
は
３
割
近
く
に

達
し
て
い
ま
す
。
明
確
な
活

動
目
的
を
定
め
、
地
域
住
民

や
行
政
職
員
と
の
意
思
疎

通
、
活
動
資
金
の
確
保
等
の

準
備
を
行
っ
て
か
ら
、
募
集

活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

山崎泰洋 議員 山崎泰洋 議員 

西桂町
富士河口湖町
大月市
富士吉田市
都留市
忍野村
鳴沢村
道志村
山中湖村

利子補給率
40%
70%
60%
50%
50%
70%
70%
50%
30%

上限額
10万円
10万円
15万円
50万円
10万円
10万円
10万円
10万円
10万円

小
規
模
商
工
業
者
事
業
資
金

利
子
補
給
率
比
較
表

い
る
携
帯
通
信
網
を
利
用
し
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
活
用
を
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ス
マ

ホ
等
を
使
っ
て
住
民
情
報
が

配
信
で
き
ま
す
の
で
、
改
善

策
に
繋
が
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

山
崎
議
員

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
今
や
若
年
層

か
ら
高
齢
者
層
ま
で
利
用
率

が
高
く
、
回
覧
等
と
違
い
情

報
が
残
る
た
め
、
い
つ
で
も

再
確
認
が
で
き
る
の
で
、
す

ぐ
に
で
も
実
行
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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問

代
表
者
の
お
名
前
は
。

皆
さ
ん

渡
辺
満
寿
代
さ
ん

で
す
。

問

活
動
内
容
は
。

渡
辺
さ
ん

第
２
・
４
火
曜

日
の
午
後
８
時
か
ら
﹁
き
ず

な
未
来
館
﹂で
練
習
し
、各
種

イ
ベ
ン
ト
や
介
護
施
設
等
で

童
謡
・
ナ
ツ
メ
ロ
等
を
歌
っ

て
い
ま
す
。現
在
は
、町
内
の

歌
が
好
き
な
28
名
で
活
動
し

て
ま
す
。

問

活
動
の
目
的
は
。

郷
田
さ
ん

会
を
立
ち
上
げ

た
当
初
の
目
的
は
、﹃
子
ど
も

達
に
忘
れ
ら
れ
て
い
く
童
謡

や
唱
歌
を
伝
え
て
い
き
た

い
﹄と
い
う
も
の
で
し
た
。で

す
が
、
そ
う
い
う
機
会
を
な

か
な
か
作
れ
ず
に
い
ま
し
た
。

子
ど
も
達
と
童
謡
・
唱
歌
を

通
し
て
交
流
を
深
め
、
未
来

に
歌
い
継
い
で
い
き
た
い
で

す
。

問

今
後
の
目
標
は
。

皆
さ
ん

明
る
く
楽
し
く
笑

顔
で
歌
い
、
皆
で
で
き
る
だ

け
長
く
続
け
て
い
き
た
い
で

す
。

童
謡
の
会

  

う
ら
ら

童
謡
の
会

  

う
ら
ら

童
謡
の
会

  

う
ら
ら
取材日：６月１８日
中村議員、勝俣議員

代表： 渡辺満寿代

コミュニケーション広場コミュニケーション広場
皆さんの貴重なご意見・ご感想などを今後の議会活動に反映させてまいりますので、

積極的なご参加をお願いいたします。

ハンドベルや手話も取り入れ、ふるさと夏まつりへ向けて練習中

郷田久子さん

コミュニケーション広場では、西桂町で活動されている団体を紹介しています。
掲載を希望される団体は是非ご連絡ください。 （議会事務局：☎25‐2121）

年に2回、春と秋に
「ふれあいサロン」で
歌声ひろばをしています。
一緒に歌を歌いましょう♪
お待ちしています。

お 知 ら せ

童謡の会うららの皆さん童謡の会うららの皆さん



そば打
ち 愛好

会三ッ峠

　　　　
　　　　

　　　　
　　　　

　は平成
27年1月

に中村常
実代表

により発
足され、

4年半が
経ちまし

た。

会には、
昇段のた

めにと研
鑽する方

、ご主人
のために

美味しい
そばを

と頑張っ
ている方

、皆で楽
しくそば

を打つこ
とを趣味

にしてい
る方

と様々な
方がいま

す。しか
し、

 という
思いは同

じです。「そば
打ちで

西桂町
を広め

たい」

三ッ峠
そば打

ち愛好
会

新しくなった体験工房で、新しくなった体験工房で、

そば打ち体験ができます。そば打ち体験ができます。
詳しくは、三ツ峠グリーンセンターへお問い合わせ詳しくは、三ツ峠グリーンセンターへお問い合わせください。 ☎ 25－3000）ください。 ☎ 25－3000）

新しくなった体験工房で、

そば打ち体験ができます。
詳しくは、三ツ峠グリーンセンターへお問い合わせください。 ☎ 25－3000）

私たちと一緒にそば打ちをしま私たちと一緒にそば打ちをしま
せんか。せんか。会員を募集しています。会員を募集しています。

　三ッ峠そば打ち愛好会　三ッ峠そば打ち愛好会
　　　　代表 中代表 中村 　☎ 村 　☎ 25－33025－3309

私たちと一緒にそば打ちをしま
せんか。会員を募集しています。

　三ッ峠そば打ち愛好会
　　代表 中村 　☎ 25－3309

家でも田舎蕎麦を打って
いたという小菅村にお住
まいの加藤さん。
「三ッ峠そば打ち愛好会」
皆さんの所作の美しさに
感動し、今では小菅村
から通っています。

東京で行われた認定試験で見事2段に合格した

㉑田辺定春さん・㉙川村吉則さん・㉕小山明徳さん。

編集／西桂町議会広報編集委員会

発行責任者　西桂町議会議長　柏木　正

編集委員長　中村常実・副委員長　山崎泰洋

委　　員　勝俣豊一・酒井基和・岩田裕展

議会の傍聴をお願いします。
次回定例会は９月中旬です。
詳細は９月初旬頃、ホームページにて公表します。


